
現
代
に
お
い
て
、
口
腔
内
歯
牙
硬
組
織
は
、
再
石
灰
化
現
象
と

脱
灰
現
象
が
生
活
現
象
と
し
て
常
時
起
こ
っ
て
い
る
が
、
脱
灰
現

象
の
速
度
が
早
ま
る
と
、
う
蝕
症
と
診
断
さ
れ
る
。
一
般
に
硬
組

織
と
は
、
骨
組
織
と
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
、
セ
メ
ン
ト
質

を
指
す
こ
と
が
多
い
。
骨
組
織
が
生
活
現
象
を
示
す
事
は
、
異
論

が
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
歯
牙
硬
組
織
が
生
活
力
が
あ
る
の
か
、

あ
っ
た
と
し
て
も
ど
の
程
度
生
活
力
が
示
す
の
か
、
十
八
世
紀
’

十
九
世
紀
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
象
牙
質
、

セ
メ
ン
ト
質
は
そ
の
組
織
構
造
か
ら
骨
組
織
の
変
異
型
で
、
骨
組

織
の
よ
う
な
改
造
現
象
は
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
生
活
現
象

が
あ
る
事
が
、
一
九
二
七
年
フ
ィ
ッ
シ
ュ
氏
の
生
き
た
犬
の
実
験

で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
歯
髄
、
歯
根
膜
に
色

素
を
注
入
し
、
象
牙
質
、
セ
メ
ン
ト
質
へ
色
素
が
浸
入
す
る
こ
と
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歯
牙
硬
組
織
生
活
力
に
関
す
る
概
念
の

変
遷
に
つ
い
て

西
巻
明
彦

を
明
ら
か
に
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
は
、
一
九
五
三
年
、
象
牙

質
に
リ
ン
パ
様
液
を
存
在
す
る
と
結
論
づ
け
、
ク
レ
デ
ン
ス
テ
イ

ン
氏
も
そ
の
説
を
追
試
、
確
認
し
て
い
る
。
象
牙
質
、
セ
メ
ン
ト

質
は
二
十
世
紀
中
頃
ま
で
に
生
活
現
象
が
あ
る
事
は
一
定
の
見
解

を
み
て
い
る
。

一
方
、
エ
ナ
メ
ル
質
は
生
活
現
象
が
あ
る
の
か
ど
う
か
見
解
の

わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
八
世
紀
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
は
、

「
人
の
歯
の
博
物
学
」
の
中
で
、
エ
ナ
メ
ル
質
に
体
液
の
通
路
の

あ
る
事
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ナ
メ
ル
質
の
物
質
透
過
性
に

つ
い
て
、
色
素
を
使
用
し
た
研
究
方
法
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
氏
、
ベ
ル

グ
レ
ン
氏
、
一
九
四
○
年
代
か
ら
は
放
射
性
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
使

用
し
て
バ
ル
テ
ロ
ス
テ
イ
ン
氏
、
コ
ス
氏
ら
が
物
質
透
過
性
を
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
バ
ス
ト
氏
は
、
萌
出
後
成
熟

を
理
由
に
エ
ナ
メ
ル
質
に
生
活
現
象
が
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

一
方
ワ
ル
ク
ヘ
イ
ン
氏
は
一
九
二
二
年
、
エ
ナ
メ
ル
質
の
石
灰
化

現
象
は
生
活
現
象
で
は
な
く
、
唾
液
と
歯
と
の
間
の
物
理
的
、
化

学
的
変
化
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
生
活
現
象
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
見
解
が
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け

て
支
配
的
で
あ
っ
た
。
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一
九
六
○
年
代
に
な
る
と
マ
イ
ク
ロ
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
発

達
に
よ
り
、
歯
牙
硬
組
織
の
生
活
力
は
生
理
状
態
か
ら
、
う
蝕
の

再
石
灰
化
な
ど
の
病
理
現
象
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、

歯
の
発
生
機
序
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ト
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
カ

ル
シ
ウ
ム
の
局
在
検
出
の
実
験
方
法
の
進
展
に
よ
り
、
エ
ナ
メ
ル

質
の
成
熟
化
現
象
が
は
っ
き
り
と
し
て
、
エ
ナ
メ
ル
質
の
動
態
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
っ
た
。

デ
ィ
ル
ク
氏
は
、
一
九
六
六
年
水
道
水
フ
ッ
素
化
地
域
の
八
歳

の
児
童
の
う
ち
、
上
顎
第
一
大
臼
歯
頬
側
面
に
認
め
ら
れ
た
白
濁

の
う
ち
、
十
五
歳
時
に
健
全
歯
面
に
改
善
さ
れ
た
例
は
、
七
十
二

例
中
、
三
十
七
例
（
五
一
％
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
の
再
石
灰
化
現
象
に
よ
り
、
初
期
う
蝕
病

変
の
進
行
停
止
、
健
全
歯
質
へ
の
改
善
を
示
唆
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
九
九
○
年
に
入
り
、
探
針
の
診
査
が
再
石
灰
化
現
象
を
阻

害
し
て
う
蝕
を
誘
発
す
る
危
険
性
ま
で
指
摘
さ
れ
始
め
た
。

歯
牙
硬
組
織
の
生
活
現
象
は
、
特
に
エ
ナ
メ
ル
質
に
お
い
て
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
生
命
現
象
が
な
い
と
臨
床
的
に
は

日
本
に
お
い
て
長
く
信
じ
こ
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
十
九
世
紀
末

に
確
立
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
の
窩
洞
形
成
の
理
論
が
う
蝕
に
対
し
、

広
範
な
予
防
拡
大
、
維
持
形
態
を
必
要
と
し
た
た
め
、
そ
の
理
論

が
現
代
に
お
い
て
も
治
療
に
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
歯
質

の
過
剰
な
切
削
を
も
た
ら
し
た
。
近
年
、
日
本
に
お
い
て
も
カ
リ

オ
ロ
ジ
ー
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
し
だ
い
に
そ
の
傾
向
が
是
正
さ

れ
、
歯
牙
硬
組
織
も
生
命
体
と
し
て
処
置
を
行
う
方
向
へ
と
移
行

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歯
牙
硬
組
織
の
生
活
現
象
の
解
明
が

遅
れ
た
こ
と
は
、
歯
に
関
す
る
基
礎
研
究
者
の
不
足
が
あ
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）
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